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参考資料   

1. 雅楽の文化的価値 

『雅楽は、千数百年の伝統を有し、世界で最も古い音楽文化財として貴重な歴史的価

値をもつものであり、昭和 30年、宮内庁式部職楽部の楽師が演奏する雅楽は国の重要

無形文化財に指定され、楽師の全員が重要無形文化財の保持者に認定されております。

さらに、平成 21 年には、ユネスコ無形文化遺産保護条約「人類の無形文化遺産の代表

的な一覧表」に記載されました。このように雅楽は、今後伝承されていくべき我が国

の伝統文化として国際的にも認知されており、雅楽それ自体が発展し広まるとともに、

他の音楽・舞踊に影響を与えていく可能性を有しております。』 

 

『雅楽（公益財団法人 菊葉文化協会 発行、宮内庁式部職楽部 監修）より抜粋』 

写真 1.1 宮内庁演奏状況 

 

2. 鵜殿ヨシ原の環境保全に関する検討会 

2.1 検討会の設置 

NEXCO 西日本では雅楽で使用される良質なヨシの生育環境の保全と事業の両立

に向け、専門家等から必要な調査、対策について指導、助言することを目的とし「新

名神高速道路 鵜殿ヨシ原の環境保全に関する検討会（以下、検討会）」を設置する

こととした。 

以下に、鵜殿ヨシ原の環境保全に向けた基本的な考え方を示す 

 

 

 

 

 

 

① 鵜殿ヨシ原は、雅楽で使用されている良質なヨシの生育地であり、自然環境、

歴史、文化的にもきわめて重要な場所と認識している。 

② ヨシ原に極力影響を及ぼさないよう万全な対策を講ずる。 

③ 対策検討にあたっては、専門家や関係者のご意見を十分伺う。 

④ ヨシ原焼きが従来通り継続的に実施できるよう関係機関と調整し、対策を検

討する。 

⑤ 良質なヨシ生育環境の保全と事業の両立に向け全力で取り組む。 
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2.2 検討会の委員・オブザーバー構成 

本検討会の委員及びオブザーバーは以下のとおりである。 

 なお、検討会のメンバーは、植物、自然環境、地下水、橋梁などに関する専門家（鵜

殿ヨシ原の環境保全に精通した専門家を含む）、地元関係者及び関係機関等により構

成している。 

 

【検討会メンバー】平成 27 年 7 月現在 

氏 名 所 属  （専門等） 

委 

員 

 鎌田 敏郎  
大阪大学大学院 工学研究科  

地球総合工学専攻 教授 （橋梁）  

 小山 弘道  鵜殿ヨシ原研究所 所長 （鵜殿保全）  

 中瀬 勲  
兵庫県立人と自然の博物館 館長 

兵庫県立大学 名誉教授 （自然科学）  

 西垣 誠  岡山大学 特任教授 （地下水）  

 布谷 知夫  三重県総合博物館 館長 （植物学）  

 服部 保  兵庫県立大学 名誉教授 （保全生態学）  

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

 宮内庁式部雅楽部  重要無形文化財「雅楽」保持団体  

 国土交通省  河川管理者（近畿地方整備局 淀川河川事務所） 

 高槻市産業環境部  地元行政  

 鵜殿のヨシ原保存会 鵜殿のヨシ原焼き実行団体  

 上牧実行組合  鵜殿のヨシ原焼き実行団体  

 東儀 秀樹  雅楽師、皇學館大學特別招聘教授  

［敬称略 委員氏名は五十音順］   
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2.3 検討スケジュール 

保全検討に向けた全体ス

図 2

2.4. 植物ワーキング・グループの

検討会では、篳篥用ヨシ

程度の間、活動がヨシの生

及び地下水が専門の委員で

を設置し、集中的に検討を

 

【植物 WG メンバー】平成 27 年

氏 名 

植
物W

G

メ
ン
バ
ー 

 小山 弘道  

 中瀬 勲  

 西垣 誠  

 布谷 知夫  

 服部 保  

スケジュールは下記の通りである。 

2.3.1 検討概略スケジュール 

 

の設置 

シの生育等について明らかにするため、検討会設

生育等に関する調査が中心となることから、植物

で構成する『植物ワーキング・グループ（以下、植

を行うこととした。 

年 7 月現在 

所 属  （専門等） 

鵜殿ヨシ原研究所 所長 （鵜殿保全）  

兵庫県立人と自然の博物館 館長 

兵庫県立大学 名誉教授 （自然科学）  

岡山大学 特任教授 （地下水）  

三重県総合博物館 館長 （植物学）  

兵庫県立大学 名誉教授 （保全生態学） 

［敬称略 五十

 

設置から３年

物、自然環境

植物ＷＧ）』

十音順］   
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2.5. 植物 WG 及び検討会の開催状況 

これまでに開催した植物 WG 及び検討会は以下のとおりである。 

 

・第一回検討会 平成 25 年 1 月 10 日（木） 於）高槻市市民会館 

・第一回植物 WG 平成 25 年 2 月 1 日（金） 於）五領公民館及び鵜殿現地 

・第二回植物 WG 平成 25 年 5 月 11 日（土） 於）五領公民館及び鵜殿現地 

・第二回検討会 平成 25 年 6 月 23 日（日） 於）高槻市市民会館 

・第三回植物 WG 平成 25 年 10 月 14 日（月） 於）五領公民館及び鵜殿現地 

・第三回検討会 平成 25 年 12 月 12 日（木） 於）高槻市市民会館 

・第四回植物 WG 平成 26 年 4 月 10 日（木） 於）五領公民館及び鵜殿現地 

・第四回検討会 平成 26 年 5 月 25 日（日） 於）新大阪ブリックビル 

・第五回植物 WG 平成 26 年 10 月 26 日（日） 於）五領公民館及び鵜殿現地 

・第五回検討会 平成 26 年 12 月 5 日（金） 於）高槻市市民会館 
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